
Blending components: WATER, HORSE FAT, CEREBROSIDES, 

PERSIMMON EXTRACT, CITRUS JUNOS FRUIT EXTRACT, 

CYMBOPOGON SCHOENANTHUS EXTRACT, EUGENIA 

CARYOPHYLLUS (CLOVE) FLOWER EXTRACT, 

PHELLODENDRON AMURENSE BARK EXTRACT, ARTEMISIA 

CAPILLARIS FLOWER EXTRACT, MELIA AZADIRACHTA LEAF 

EXTRACT, EUCALYPTUS GLOBULUS LEAF EXTRACT, CITRUS 

AURANTIFOLIA (LIME) OIL, CYMBOPOGON SCHOENANTHUS 

OIL, CANANGA ODORATA FLOWER OIL, BOSWELLIA CARTERII 

OIL, LAVANDULA ANGUSTIFOLIA (LAVENDER) OIL, 

ROSMARINUS OFFICINALIS (ROSEMARY) LEAF OIL, 

MOKUSAKU LIQUID, GLYCERIN, TREHALOSE, BUTYLENE 

GLYCOL, DIPOTASSIUM GLYCYRRHIZATE, HYDROXYPROPYL 

CYCLODEXTRIN, GLYCERYL CAPRYLATE, COCAMIDOPROPYL 

BETAINE, PALM KERNELAMIDE DEA, ALLANTOIN, SODIUM 

LAUROYL METHYLAMINOPROPIONATE, SODIUM CHLORIDE, 

POTASSIUM LAUROYL GLUTAMATE, PEG-20, PEG-40 

HYDROGENATED CASTOR OIL, PEG-160 SORBITAN 

TRIISOSTEARATE, PPG-9 DIGLYCERYL ETHER, 

POLYQUATERNIUM-7, DEXTRAN HYDROXYPROPYLTRIMONIUM 

CHLORIDE, POLYGLYCERYL-10 LAURATE, BIS(C13-15 ALKOXY) 

PG AMODIMETHICONE, SODIUM METAPHOSPHATE, 

IODOPROPYNYL BUTYLCARBAMATE, PARABEN

うちの子の
お医者さん
My baby’s doctor

ペット用トリートメントシャンプー
Treatment shampoo for pet
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思わず・・・

「うちの子」と呼んでしまう愛くるしいペット

“赤ちゃん”と同じように・・・

素肌をいたわってあげたい

～そんな想いを形にした～

「ドクターズ　ペットコスメ」

「うちの子のお医者さん」

有限会社シーグレース（東京都世田谷区）では、

2008年9月21日（日）より、

「赤ちゃんでも使える」程の安全性を考慮した

ペット用ドクターズコスメブランド

『うちの子のお医者さん』を新発売致します。

麻布大学獣医学部  阪口雅弘教授の監修のもと、

ペットの安全性を考慮しながら成分を厳選。

「私たちの赤ちゃんにも安心して使えるコスメ」を

コンセプトに、薬事法で認められている成分のみ

で開発致しました。

会社概要

ブランド名 うちの子のお医者さん

商品名 ペット用トリートメントシャンプー 

本体価格 ￥3,150- （税込）

容量 200mL

有限会社シーグレース

〒154-0002 東京都世田谷区下馬1-6-6-308

TEL:03-3795-7607

FAX:03-3795-7610

http://www.dr-pet.co.jp

受付時間 10時～17時

PR担当 山本 眞基（やまもと まき）

mail: yamamoto@dr-pet.co.jp
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【開発コンセプト】

～ペット用商材は「雑貨」扱い！？～

ペット用のシャンプー＆リンスは「雑貨扱い」の為、

薬事法の規制を受けていません。

その為、洗浄成分と同時に「研磨剤」が含まれてい

るなど・・・「人」が使うには疑問視されるアイテム

も多く見受けられます。

近年のペットブームにより、我が子同然に溺愛し

ている飼い主も多い中『どの製品を使えばよいの

か分からない！』といった声も聞かれます。

そこで、薬事法の規制は受けていなくても配合成

分を吟味。

「赤ちゃんと同じくらいかわいいペット」のために

『本当に良いアイテムを提供したい』という想い

から開発が始まりました。

～ペットもストレス社会になっている！？～

人間同様の皮膚病（乾燥肌・痒み・かぶれ）に悩ま

されているペットも多い昨今。

低刺激の洗浄剤とともに皮膚をいたわる成分を

取り入れることが大切です。

もちろん動物ならではの“体臭”や“身１つで外気

に触れる”という生活環境も考慮し、麻布大学獣

医学部 阪口雅弘教授のアドバイスのもと「ペット

の立場にたった」開発を心がけました。

大切な“家族”という認識が高まりつつある現代

にふさわしい“高いクォリティー”のリンスイン

シャンプーが誕生しました。

【特徴】

～優しい「泡立ち」＆さっぱりとした「泡切れ」も

オススメ！！～

素肌に優しい『アミノ酸系低刺激洗浄成分』を

ベースにしたアイテム。

「毎日は洗わない」そして「お散歩などで外気に触

れる」「汗腺の分布がヒトと異なる」というペット

の特性を考慮し、抗菌作用の高い『ヨモギエキス』

『チョウジエキス』『オウバクエキス』など天然植物

成分を配合しました。

弱まった皮膚の潤い力をUPする『トレハロース』

や『植物性セラミド』が穏やかに働きかけ、健康的

な皮膚へ導きます。

その他、清潔な皮膚を保つ作用のある『木酢液』、

お散歩時の虫除け効果が期待できる「ニームリー

フエキス」、ペット特有の臭いの発生を抑制する

『オウバクエキス』『レモングラスエキス』『カキエ

キス』など天然植物成分のベールをまとったかの

ような使用感が特徴。

もちろん健やかな毛並みを整える点にも着目。

“艶やかさ”で有名な馬のたてがみのように、しっ

とりとした輝く毛を演出する『馬油』。表皮のセラ

ミドを補いつつ、つるるんとした手触りを実現す

る『ユズ果実エキス』を配合。

シャンプー中の体臭を緩和する『天然精油』にも

徹底的にこだわり副作用や有害なデータのある

成分を全て排除しました。使い続けることで、より

健康的な美しい皮膚と毛並みを実現させる「安心

して使える」アイテムです。

【使い方】

ペットの身体全体をぬるま湯で洗い流したあと、

適量を手のひらにとり、ぬるま湯でよく泡立てて

から、全身をマッサージするように優しく洗い上

げます。皮膚と毛並みを指の腹で優しくマッサー

ジするのがポイント！ 洗浄後は、適温のお湯でしっ

かりと洗い流してください。
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